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フィールド競技にはターゲット競技ではない打ち上げや打ち下ろしというものが発生し、得点を上げるため
にはそれらに対して適切な距離あわせを要求される。ターゲット競技では水平なレベルから到達点が固
定された（９0ｍ～３０ｍ）のみで行われるが、フィールドでは距離は種目によっては幾分異なるが60ｍ-5
ｍまでありかつ的が上側や下側にセットされており地形の変化を含めた判断が求められる。

カット量を検討する為に矢がどのようにターゲットに飛翔するかを見てみよう。
今回の判断は
１.矢は弓から放たれた初速を持って引力にしたがって弾道計算で飛翔するものとする。
2.空気粘性などの減速分は矢速の実測から導き出した減速率（平均速度）を利用する。

実際は標準的な矢の矢速を持って発射角度を到達点までの収束プログラムで計算させた。

考察
結論から言えば発射角度を表に出すより同じ角度の場合に対する距離の角度変位量を使って設定の距
離の位置を導き出せば実際の矢速や矢の重さの違いなど影響が少ないのではないかと推定します。
つまり、サイト位置何ミリでは各条件がおのおの異なるので、40ｍの位置とすれば、弓矢の条件が異
なっても40ｍにあわせるという行為で調整できるのではないかと考えた。
今後ほかのファクターに対する誤差を検討する必要があるため実地検証が必要である。

・矢の発射位置と角度の起点は同位置として計算し、見かけ上の角度から矢の発射角度を計算する
単位

初速スピード 206 ｆ/ｓ
初速スピード 62.79 角度 10 度 的までの実角度
1 feet 0.3048 m 距離 45 ｍ 的までの直線距離
視点 1.53 m
サイト位置 0.95 m
矢エンド 1.4 m .
的中心 1.4 m 1.3
角度（rad） 0.17 rad
垂直距離L1 7.81 m
水平距離L2 44.32 m
平均スピード 58.29 ｍ/ｓ
的までの高さZZ 7.81 ｍ

距離による減速を考慮した平均
速度の値を入れてみる
速度＝初速-距離*0.1ｍ/sec
Ｖ＝62.6-Ｌ*0.1

矢から見て的の中心まで直線で45ｍ、角度が１０度と
した場合の例



射出角度 角度（rad）
進行方向
速度

上下方向
速度

到達時間 収束値 的の高さ 収束量 角度差

KAKU KA U0 V0 T0 Y ZZ Δ
13.7141 0.2394 56.63 13.82 0.783 7.81363 7.81416 -0.000536 3.714

計算の詳細は割愛させていただきますが、収束させると、矢は発射角度１３.７度程度で、到達時間
０.７８秒となる。
この場合の距離における減速は実測値から導き出した減速量を反映している。減速理由は空気の
粘性による抵抗が殆んどですが羽根や矢などを個別に数値化するのも大変なのでグロスで考え通
常の羽根やシャフトならあまり極端に違いはないようであるが、減速を入れない場合に比べると距
離が長くなるほど差が大きくなるので、今回は取り入れたもので評価したい。

各距離各角度における射出角度と実際の角度の差を表にしたものが以下のものであるが精度につ
いては今後のフィールドテストで行っていきたい。考察ということで練習時にね！！
　　このような表やまとめたもの及び角度を計測するような器具、距離を計測するものなどはルール
上禁止されている。得点を記載するスコアノートやサイト位置を記載したものはサイトチャートと同じ
なのでＯＫだがカットに付いてまとめたものは競技上問題になるでしょう。
サイトチャート（平らな面での各距離の印がついているもの）も複数の貼り付けは禁止されているの
でカット処理用に複数枚や変なしるしは疑われるだろう。大会では注意しましょうね。

-90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

10

20

60

50

40

30

距離
（ｍ）

角度

打ち下ろし 打ち上げ

ケース１　　40ｍの距離で打ち上げ２５度の場合のサイト位置は赤のラインのように
37.5ｍとなる
ケース2　　50ｍでの打ち下ろし１０度の場合はあおのラインのように48.5ｍ程度になる

Ａ4サイズ版を使って評価していただける方は連絡くださいＭａｉｌ添付でお送りすることも可能です。


